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会社の先輩とスポーツ

用自転車ロードバイクで

遠征に出かけた。兵庫県

相生市を出発し、岡山市

までの約 ㌔を半日かけ

て走行した。趣味で始め

て約５年、今までは長距

離を走ると翌日は全身が

筋肉痛で、熱が出たりす

るほど疲労困
こん

堟
ぱい

だった。おそら

く坂道での過度な踏み込みが原

因だったのだろう。今回、ペダ

ルの回し方を意識するだけです

いすい走れるようになった。一

生懸命も大事だが、何事も力の

入れどころと抜きどころの見極

めが肝要だと悟った。（後藤）
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○
１
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●
１
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間
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消
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☗
３
時
間

分

☖
３
時
間
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５番勝負

【第３局】

第４譜（ ｜ ）

先☗ 七段 佐々木大地
☖ 七段 千田 翔太

○
女
流
本
因
坊

藤
沢

里
菜
１
勝
１
敗

●
二
段

挑
戦
者

上
野

梨
紗
１
勝
１
敗

（
６
目
半
コ
ミ
出
し
）

本
戦
２
回
戦

【
第

局
】
第
６
譜手

上
野
の
好
手

左
上
、
黒
の
サ
バ
キ
具
合

が
焦
点
の
場
面
。
黒

が
好

手
だ
っ
た
。

黒

で
す
ぐ
に

に
切
っ

て
白

、
黒

、
白

、
黒

、
白
Ａ
と
な
る
形
は
白
に

不
満
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
に
黒

と
白

の
交
換

が
加
わ
る
と
、
そ
れ
は
大
変

な
黒
の
利
か
し
だ
。
黒

が

な
け
れ
ば
左
辺
は
白
Ｂ
く
ら

い
で
白
地
に
な
る
と
こ
ろ

が
、
実
戦
は
白
Ｂ
に
は
黒
Ｃ

な
ど
で
簡
単
に
白
地
を
削
る

こ
と
が
で
き
る
。

白

で
参
考
図
Ⅰ
、
白
１

と
連
絡
す
る
と
黒
２
、
４
の

ハ
ネ
ツ
ギ
が
先
手
に
な
り
、

白
５
に
は
黒
６
、
８
と
な
っ

て
こ
れ
は
黒
が
う
ま
い
。

結
果
論
だ
が
、
白

は
参

考
図
Ⅱ
の
白
１
と
、
上
辺
に

地
を
確
保
す
る
方
針
に
転
換

す
る
べ
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。

黒
４
、
６
で
白
２
子
は
取
ら

れ
る
が
白
７
、
黒
８
と
先
手

で
隅
を
守
れ
る
の
が
う
ま

く
、
次
い
で
白
９
、

と
し

て
互
角
の
進
行
だ
っ
た
。
と

は
い
え
黒
４
、
６
を
許
す
打

ち
方
は
、
人
間
に
は
思
い
付

き
に
く
い
。

上
野
は
黒

、

と
右
上

に
味
を
つ
け
、
思
い
切
っ
て

黒

、

と
中
央
を
動
い
て

い
く
。

（
伊
瀬
英
介
）

（
黒

は
再
掲
）

佐
々
木
が
快
勝

図
は
☗
８
七
歩
の
銀
取
り

に
☖
９
五
銀
と
撤
退
し
た
と

こ
ろ
。
佐
々
木
は
、
追
い
払

っ
た
だ
け
で
は
許
さ
ず
、
さ

ら
に
銀
を
追
撃
し
た
。
後
手

は
銀
を
逃
げ
回
り
、
最
後
は

敵
陣
の
桂
と
交
換
に
持
ち
込

む
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。

局
後
に
千
田
は
「
情
け
な

い
銀
の
逃
避
行
を
お
見
せ
し

て
し
ま
っ
た
。
昔
な
ら
銀
が

泣
い
て
い
る
、
と
言
わ
れ
そ

う
で
す
ね
。
で
も
ま
あ
、
あ

あ
す
る
し
か
な
い
の
で
仕
方

が
な
い
ん
で
す
け
ど
」
と
振

り
返
っ
て
い
た
。

☖
７
一
桂
は
根
性
の
頑
張

り
だ
が
、
冷
静
に
☗
５
六
香

か
ら
角
を
取
ら
れ
て
差
が
開

い
た
。
後
手
も
飛
車
を
取
っ

た
も
の
の
、
金
を
使
っ
て
取

っ
た
の
で
は
効
率
が
悪
い
。

佐
々
木
は
こ
の
あ
た
り
で

勝
利
を
確
信
し
た
よ
う
で
、

以
降
は
ほ
ぼ
ノ
ー
タ
イ
ム
で

ビ
シ
ビ
シ
と
寄
せ
て
い
く
。

投
了
図
で
、
後
手
玉
は
☗

５
二
銀
成
☖
同
玉
☗
４
一
角

☖
４
三
玉
☗
５
三
香
成
☖
同

玉
☗
５
一
龍
以
下
の
詰
め

ろ
。
受
け
て
も
一
手
一
手
の

寄
り
だ
。
先
手
玉
は
☖
５
八

角
成
に
☗
同
銀
で
詰
み
が
な

く
望
み
が
な
い
。

本
局
は
、
序
盤
で
作
戦
負

け
を
嫌
っ
た
千
田
が
思
い
切

っ
た
攻
め
を
実
ら
せ
て
互
角

の
勝
負
に
持
ち
込
ん
だ
。

中
盤
以
降
は
、
佐
々
木
が

終
始
冷
静
な
指
し
回
し
で
徐

々
に
リ
ー
ド
を
広
げ
る
と
、

最
後
は
差
を
つ
け
て
快
勝
。

タ
イ
ト
ル
戦
連
続
挑
戦

で
、
名
を
上
げ
た
佐
々
木
の

実
力
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

た
一
番
だ
っ
た
。

勝
っ
た
佐
々
木
は
ベ
ス
ト

に
進
出
。
次
戦
の
相
手
は

羽
生
善
治
九
段
だ
。

（
宮
本

橘
）

【参考図Ⅱ】【参考図Ⅰ】

（
図
は
☖
９
五
銀
ま
で
）

２日午前
０時現在

件 数0 595 546
死 者0 13 14
傷 者0 691 629

件 数2 676 700
死 者0 21 15
傷 者2 753 757
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■
得
意
分
野
で
貢
献

依
頼
を
引
き
受
け
た
の

は
、
同
協
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
に
関
す

る
特
別
授
業
を
受
け
た
４
年

の
與よ

倉く
ら

千
花
さ
ん

と
宮

脇
ち
ひ
ろ
さ
ん

の
二

人
。
就
職
活
動
が
終
わ
り
、

得
意
な
こ
と
で
地
域
貢
献
が

し
た
い
と
制
作
に
取
り
組
ん

だ
。

イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
が

趣
味
の
與
倉
さ
ん
が
図
柄

を
、
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
が
あ

■
設
置
働
き
か
け

る
宮
脇
さ
ん
が
配
色
を
担
当

し
た
。
鳥
取
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
鳥
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
、
か

わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
約

種
類
用
意
。
色
覚
障
害
が

あ
る
人
に
も
分
か
り
や
す
い

色
を
心
が
け
た
。

「
デ
ザ
イ
ン
を
見
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
與
倉

さ
ん
。
宮
脇
さ
ん
は
「
ス
テ

ッ
カ
ー
を
見
て
安
心
感
を
持

っ
て
も
ら
い
、
施
設
や
店
に

入
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
ら
れ

た
ら
」
と
期
待
す
る
。

同
協
議
会
に
よ
る
と
、
市

内
で
は
一
部
の
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
、
公
共
施
設
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な
い
施

設
で
は
、
目
に
見
え
る
場
所

に
は
置
い
て
お
ら
ず
、
声
か

け
や
「
支
援
が
必
要
」
と
書

か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
指
さ

す
こ
と
で
用
意
す
る
店
も
あ

る
と
い
う
。

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
鳥
取

市
国
府
町
稲
葉
丘
の
守
咲
映

里
さ
ん

は
「
ボ
ー
ド
が

あ
る
こ
と
が
一
目
で
分
か

る
」
と
ス
テ
ッ
カ
ー
の
有
用

性
を
強
調
。
映
里
さ
ん
の
長

女
の
光
咲
ち
ゃ
ん

７

は

「
設
置
し
て
い
る
お
店
で
も

隠
し
て
あ
る
と
分
か
ら
な

い
。
マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
安
心

し
て
買
い
物
が
で
き
る
」と
、

笑
顔
を
見
せ
た
。

同
協
議
会
は
、
與
倉
さ
ん

と
宮
脇
さ
ん
考
案
の
デ
ザ
イ

ン
で
ス
テ
ッ
カ
ー
を
制
作
。

ボ
ー
ド
の
設
置
施
設
に
配
布

す
る
と
同
時
に
、
未
設
置
の

施
設
に
も
ボ
ー
ド
の
設
置
を

働
き
か
け
る
。

同
協
議
会
の
田
中
優
子
会

長
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ボ
ー
ド
は
聞
こ
え
な
い
人

だ
け
で
な
く
、
話
す
こ
と
が

苦
手
な
人
、
声
が
出
し
づ
ら

い
人
な
ど
多
く
の
人
が
活
用

で
き
る
。
ス
テ
ッ
カ
ー
と
一

緒
に
、
多
く
の
施
設
に
普
及

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

耳
が
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
人
な
ど
が
指

さ
し
で
や
り
と
り
で
き
る

よ
う
、
平
易
な
言
葉
や
絵

で
Ｑ
＆
Ａ
を
表
す
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」
の
設
置
場
所
を
示
す

ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

を
、
鳥
取
大
地
域
学
部
に

通
う
学
生
が
考
案
し
た
。

県
東
部
手
話
サ
ー
ク
ル
連

絡
協
議
会
の
依
頼
を
受

け
、
見
や
す
い
配
色
な
ど

を
工
夫
し
て
作
成
。

月

中
に
は
ボ
ー
ド
を
設
置
し

て
い
る
各
施
設
へ
配
布
さ

れ
る
予
定
で
、
学
生
ら
は

「
い
ろ
ん
な
人
に
ボ
ー
ド

を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
期
待
す

る
。

（
中
村
芙
美
子
）

指
さ
し
で

意
思
伝
達

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
を
知
ら
せ
る
ス
テ
ッ

カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
與
倉
さ
ん

左

と
宮
脇
さ
ん

鳥
取
市
湖
山
町
南
４
丁
目
の
鳥
取
大

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）
で
開
催
中
の
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
第

回
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
で
１
日
、

鳥
取
県
の
派
遣
学
生
３
人
が
、

日
本
政
府
が
設
置
し
た
ジ
ャ
パ

ン
パ
ビ
リ
オ
ン
の
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
に
登
壇
し
た
。
日
本
の
人

口
最
少
県
か
ら
来
た
若
者
世
代

の
視
点
か
ら
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
決
意
を
表
明
し

た
。県

は
今
回
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
世
界
的
な
視
野
を
持
っ
て

考
え
、
地
域
で
行
動
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
全
国
の

自
治
体
に
先
駆
け
る
形
で
初
め

て
学
生
使
節
団
を
派
遣
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
な
ど
県
の
取
り
組
み
を

伝
え
る
平
井
伸
治
知
事
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
映
さ
れ
た

後
、
登
壇
し
た
鳥
取
環
境
大
４

年
の
横
山
椋
大
さ
ん

、
同

３
年
の
三
谷
菜
摘
さ
ん

、

米
子
高
専
２
年
の
小
島
翼
さ
ん

が
「
言
葉
よ
り
、
行
動
す

る
仲
間
へ
」
を
テ
ー
マ
に
発
表

し
た
。

発
表
は
英
語
で
行
わ
れ
、
３

人
は
、
環
境
に
対
す
る
日
本
国

内
の
当
事
者
意
識
の
低
さ
を
指

摘
し
た
上
で
「
鳥
取
県
の
若
者

と
い
う
少
数
派
の
立
場
に
あ
る

私
た
ち
が
先
陣
を
切
っ
て
発
信

す
る
こ
と
で
、
同
じ
志
を
持
つ

仲
間
を
集
め
て
増
や
し
、
人
の

環
境
へ
の
意
識
、
価
値
観
を
変

え
て
い
く
」
と
表
明
。
「
望
む

の
は
一
緒
に
頑
張
ろ
う
、
協
力

し
よ
う
と
言
っ
て
く
れ
る
仲
間

だ
」
と
訴
え
、
積
極
的
な
交
流

を
世
界
に
呼
び
か
け
た
。

（
津
田
一
典
）

鳥
取
商
業
高
（
鳥
取
市
湖
山

町
北
２
丁
目
）
の
生
徒
が
地
元

の
食
料
品
や
国
内
外
の
物
産
品

を
販
売
す
る
「
第

回
鳥
商
デ

パ
ー
ト
」
が
２
日
、
同
校
で
始

ま
っ
た
。
４
年
ぶ
り
に
入
場
制

限
な
し
の
開
催
と
な
り
、
生
徒

は
大
勢
の
来
店
客
に
笑
顔
で
商

品
を
販
売
し
た
。
３
日
ま
で
。

生
徒
自
ら
企
画
・
立
案
し
、

社
会
で
生
か
せ
る
ビ
ジ
ネ
ス
技

術
を
培
お
う
と
、
１
９
９
４
年

か
ら
毎
年
実
施
。
店
頭
に
並
ぶ

野
菜
や
果
物
、
生
花
、
物
産
品

は
、
県
内
企
業
な
ど
の
協
力
を

得
て
生
徒
ら
が
仕
入
れ
か
ら
、

販
売
、
決
算
に
至
る
ま
で
担
当

す
る
。

今
回
は
、
同
校
商
経
部
と
京

都
府
の
窑
鶴
海
上
自
衛
隊
が
コ

ラ
ボ
し
た
鹿
肉
を
使
用
し
た

「
ジ
ビ
エ
カ
レ
ー
」
が
登
場
。

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
生
徒
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ド
リ
ッ
プ

バ
ッ
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
来
場
者
に

配
布
す
る
な
ど
し
た
。

こ
の
日
は
、
開
店
か
ら
１
時

間
ほ
ど
で
完
売
す
る
商
品
も
続

出
す
る
大
盛
況
と
な
っ
た
。
店

長
を
務
め
る
孫
娘
の
姿
を
楽
し

み
に
来
店
し
た
同
市
大
杙
の
田

口
小
夜
子
さ
ん

は
「
は
つ

ら
つ
と
接
客
し
て
い
て
安
心
し

た
。
お
菓
子
や
野
菜
な
ど
た
く

さ
ん
買
い
物
で
き
て
持
ち
き
れ

な
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

（
三
野
夏
美
）

自身の作品の工夫した点などをオンラインで説明
する森君＝２日 鳥取市若葉台南７丁目の県産業
振興機構

脱
炭
素
実
現
へ
協
力
呼
び
か
け

Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
県
派
遣
学
生
登
壇

登壇し 決意表明する鳥取県の派遣学生＝１日 ＵＡＥ・
ドバイ 鳥取県提供

地元の野菜や果物を買い求める客に丁寧に接客する生徒
中央 ら＝２日 鳥取市湖山町北２丁目の鳥取商業高

４
年
ぶ
り

制
限
な
し

鳥
商
デ
パ
ー
ト
大
盛
況

鳥
取
県
内
の
児
童
、
生
徒
を

対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
（
県
情
報
産
業
協

会
主
催
、
新
日
本
海
新
聞
社
共

催
）
の
最
終
審
査
会
が
２
日
、

鳥
取
市
若
葉
台
南
７
丁
目
の
県

産
業
振
興
機
構
で
開
か
れ
、
出

場
者
ら
は
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
な

ど
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
発
想
や
技

術
力
を
競
っ
た
。
最
高
賞
の
知

事
賞
に
は
、
小
中
学
生
部
門
は

米
子
市
立
彦
名
小
５
年
の
森
然

君

、
高
校
部
門
は
鳥
取
湖

陵
高
３
年
の
懸
樋
遥
大
さ
ん

が
輝
い
た
。

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

へ
の
関
心
を
高
め
、
技
術
者
育

成
に
つ
な
げ
よ
う
と
２
０
１
１

年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
今
年

は
「
旅
〜
新
た
な
世
界
へ
飛
び

出
そ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
１

次
、
２
次
審
査
を
通
過
し
た

組
が
最
終
審
査
に
臨
ん
だ
。

森
君
は
「
見
た
こ
と
の
な
い

生
物
が
生
ま
れ
る
の
を
見
た

い
」
と
い
う
発
想
か
ら
、
生
物

同
士
の
捕
食
や
生
殖
、
突
然
変

異
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
盛
り
込

ん
だ
生
物
進
化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
ゲ
ー
ム
「
生
物
進

化
の
旅
」
を
披
露
。
プ
ロ
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
レ
ベ
ル
の
専
門
技
術

を
取
り
入
れ
、
審
査
員
を
う
な

ら
せ
た
。

同
協
会
の
田
栗
智
幸
人
材
育

成
委
員
長

は
「
作
り
込
ま

れ
た
作
品
が
多
く
、
レ
ベ
ル
が

高
か
っ
た
。
熱
量
の
高
い
作
品

に
鳥
取
の
未
来
は
安
心
だ
と
感

じ
た
」
と
総
評
し
た
。

森
君
は
、
来
年
３
月
に
東
京

都
内
で
開
か
れ
る
全
国
選
抜
小

学
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
大
会
に

出
場
す
る
。

（
安
井
桃
華
）

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬
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県小中高生プログラミングコン
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最高 最低 天気（平年） （平年）

、
。，
。．

・
。
：
。；

最高０時－ 時現在
最低 時－９時現在
天気は午後３時現在

きょうの概況 波高（㍍）
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風向・風速
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＊の天気は自動観測

＊

＊

＊

鳥 取 78 135 42 51 雨
米 子 115 135 36 52 －
松 江 116 132 52 54 晴れ
豊 岡 99 132 35 45 －
札 幌 24 42 －56 －18 曇り
仙 台 95 107 05 29 晴れ
東 京 131 139 41 60 快晴
名古屋 124 141 45 57 晴れ
金 沢 94 128 45 55 曇り
大 阪 134 147 42 74 晴れ
広 島 122 144 31 60 晴れ
高 松 125 143 72 61 快晴
福 岡 116 149 65 77 晴れ
鹿児島 147 175 56 93 晴れ
那 覇 198 231 176 185 曇り

きょうの月齢 旧 月 日
鳥 取 米 子

日 出 ６・ ７・
日 入 ・ ・
月 出 ・ ・

（ ・７） 月 入 ・ ・
月 齢 ・７

〈小 潮〉
（境 港） 満 潮

５・
・ 干 潮

・
－・－

鳥 取 東 部
西の風やや強く後南東の風
海上では西の風強く 2・0 後 3・0

鳥取中西部
西の風やや強く後南の風海
上では西の風強く 2・0 後 3・0

兵 庫 北 部
南西の風後北西の風やや強
く海上では西の風強く 2・0 後 3・0

島 根 東 部
西の風やや強く後南の風海
上では西の風強く 3・0 後 1・5

山陰沖東部
西 ㍍
（視程） ㌔ 3・0

山陰沖西部
西 ㍍
（視程） ㌔ 3・0 後 2・0
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（２０）( 第３種郵便物認可 ) ２０２３年 (令和５年 )１２月３日　日曜日 （２０）( 第３種郵便物認可 ) ２０２３年 (令和５年 )１２月３日　日曜日


